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令和２年９月藤沢市議会定例会 報告議案に関する説明書 

（令和２年９月２３日上程分） 

報告第１８号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について（令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率報告書） 

本報告は，地方公共団体の財政の健全化に関する法律

の規定により，令和元年度決算に基づき算定した健全化

判断比率及び資金不足比率を，それぞれ監査委員の意見

を付けて報告するものでございます。 

まず，４つの指標からなる健全化判断比率についてご

説明いたします。 

「１ 健全化判断比率」は，地方公共団体の財政の健

全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき算定した

もので，その結果につきましては，表に記載のとおり，

いずれも財政健全化計画の策定が義務付けられる早期健

全化基準を下回っております。 

一つ目の実質赤字比率は，一般会計等の実質赤字額が，

標準財政規模に対してどの位の比率であるかを表してお

り，算定した結果，早期健全化基準１１．２５％に対し，

「赤字比率なし」となっております。 

二つ目の連結実質赤字比率は，一般会計及び特別会計

の実質赤字額並びに公営企業会計の資金不足額を合計し

た額が，標準財政規模に対してどの位の比率であるかを

表しており，算定した結果，早期健全化基準１６．２
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５％に対し，「赤字比率なし」となっております。 

なお，実質赤字比率，連結実質赤字比率につきまして

は，参考として，計算上のマイナスの比率を，それぞれ

「括弧書き」で表記しております。 

三つ目の実質公債費比率は，借入金等の返済水準を示

し，財政の弾力性を把握するもので，一般会計等が負担

する元利償還金及び準元利償還金が，標準財政規模に対

してどの位の比率であるかを表しておりまして，算定し

た結果，早期健全化基準２５％に対し，２．３％となっ

ております。 

四つ目の将来負担比率は，将来負担すべき実質的な負

債の程度を把握するもので，一般会計等が将来負担すべ

き実質的な負債が，標準財政規模に対してどの位の比率

であるかを表しておりまして，算定した結果，早期健全

化基準３５０％に対し４７．１％となっております。 

 

２ページにつきましては，これら四つの指標の算式な

どを記載しております。 

 

３ページの「２ 資金不足比率」は，地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づ

き算定したもので，地方公営企業法を適用している下水
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道事業費特別会計及び市民病院事業会計における資金の

不足額が，事業の規模に対してどの位の比率であるかを

表す指標となります。 

算定の結果といたしましては，流動資産が流動負債を

上回っているため資金の不足額がないことから，経営健

全化計画の策定が義務付けられる経営健全化基準２０％

に対して，「資金不足比率なし」となっております。 

なお，参考として，計算上のマイナスの比率を，それ

ぞれ「括弧書き」で表記しております。 

 

５ページ以降につきましては，監査委員から提出され

ました健全化判断比率及び資金不足比率に係る審査意見

書でございます。 

いずれも「適正に作成されているものと認められ，良

好な状態にあり，特に指摘すべき事項はない」との審査

意見をいただいております。 
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報告第１９号 藤沢市民会館サービス・センター株式会

社の経営状況について（議案書１～４ページ・令和元年度出資法

人等決算状況説明資料１～８ページ） 

議案書２ページの「損益計算書」につきまして，ご説

明いたします。はじめに，売上と収入でございますが，

宴会，レストラン，設営企画等の売上高１億２,６３４

万９,６４２円と，市からの業務受託収入１億８,８２０

万２５３円，指定管理収入１億４,３６８万３，５３２

円，施設使用料収入１,４４１万６,２３０円，企画事業

収入８１２万６,９９１円，駐車場収入３５７万４,５０

０円の合計額，４億８,４３５万１,１４８円でございま

して，この合計から，営業売上原価４,９９３万８８０

円と，企画事業支出６６９万２４６円を差し引きました

４億２,７７３万２２円が，売上総利益でございます。 

この売上総利益から，販売費及び一般管理費の４億２，

９５７万２,６２９円を差し引きました，マイナス１８

４万２,６０７円が，営業利益でございます。 

この営業利益に，銀行利息等の営業外収入７万３４３

円を加え，営業外費用３,４８８円を差し引きました経

常利益は，マイナス１７７万５,７５２円となり，税引

前当期純利益につきましても同額となります。 

この税引前当期純利益から，法人税等７万円を差し引

きました当期純利益は，マイナス１８４万５,７５２円

となるものでございます。 

次に，議案書３ページの「株主資本等変動計算書」に
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つきましては，繰越利益剰余金の欄につきご説明いたし

ます。 

繰越利益剰余金につきましては，前期末残高５,８６

６万５,５１０円から当期純利益マイナス１８４万５,７

５２円を差し引いた当期末残高は，５,６８１万９,７５

８円となり，これにより純資産合計は，６,８９９万９,

７５８円となるものでございます。 

議案書４ページの「貸借対照表」につきましてご説明

いたします。まず，資産の部でございますが，流動資産

と固定資産を合計いたしました資産の総額は，１億４,

５９２万２２４円でございます。 

負債の部ですが，流動負債と固定負債を合計いたしま

した負債の総額は７,６９２万４６６円でございます。 

純資産の部でございますが，全て株主資本で，合計額

は，６,８９９万９,７５８円でございます。これにより，

負債及び純資産合計額は，資産合計と同額の１億４,５

９２万２２４円となるものでございます。 
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報告第２０号 一般財団法人藤沢市開発経営公社の経営

状況について（議案書５～１５ページ・令和元年度出資法人等決算

状況説明資料９～１２ページ） 

議案書５ページの事業報告について，ご説明いたしま

す。 

令和元年度に行いました事業のうち，「１ 土地売却

事業」につきましては，藤沢西部土地区画整理事業地内，

北部第二（三地区）土地区画整理事業地内等の保有地を

売却等したものでございます。 

「２ ビル賃貸事業」につきましては，ココテラス湘

南は，１階から３階までの民間テナント部分を，子ども

に関連する業種の事業者に賃貸をしており，一部，曜日

貸しを行っている部屋もございます。 

４階以上については，４階は建設総務課，土地開発公

社の事務室等，５階は下水道施設課，公共建築課，６階

は藤沢市アートスペース，７階は藤沢市藤澤浮世絵館と

なっております。 

なお，他のビルについては，記載のとおりでございま

す。 

「３ 土地賃貸事業」につきましては，公社が保有す

る土地の有効利用を図るため，土地の貸付けを行いまし

た。 

「４ 特定寄附」につきましては，藤沢市民の福祉向

上のため，市に対し，２億３,１３３万９,５１９円の特
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定寄附を行いました。 

議案書６ページ，７ページの「正味財産増減計算書」

についてご説明いたします。 

はじめに，「Ⅰ 一般正味財産増減の部」でございま

すが，経常収益が１２億２,７９６万８,６５７円，経常

費用が１２億７,２９４万６,２１４円であることから，

当期経常増減額は，マイナス ４,４９７万７,５５７円

となりました。 

また，当期一般正味財産増減額も当期経常増減額と同

額となっております。 

次に，「Ⅱ 指定正味財産増減の部」につきましては，

当期指定正味財産増減額の変動はございませんでした。 

以上の結果，「Ⅲ 正味財産期末残高」は，１５２億

３８３万７,５２１円でございます。 

なお，各会計の内訳につきましては，議案書８ページ

から１１ページまでの「正味財産増減計算書内訳表」に

記載のとおりでございます。 

議案書１２ページの「貸借対照表」に基づきまして，

事業年度末現在における資産，負債及び正味財産の状況

についてご説明いたします。 

はじめに，「Ⅰ 資産の部」につきましては，「１ 

流動資産」，「２ 固定資産」を合計した資産の総額は，

１５８億７,７５７万１,６１２円でございます。 

次に，「Ⅱ 負債の部」につきましては，「１ 流動
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負債」及び「２ 固定負債」を合計した負債の総額は，

６億７,３７３万４,０９１円でございます。 

次に，「Ⅲ 正味財産の部」につきましては，「１ 

指定正味財産」及び「２ 一般正味財産」を合計した正

味財産の総額は，１５２億３８３万７,５２１円でござ

います。 

以上の結果，負債及び正味財産の合計額は，資産の総

額と同額の１５８億７,７５７万１,６１２円でございま

す。 

なお，議案書１３ページから１４ページにつきまして

は「財務諸表に対する注記」，１５ページにつきまして

は，「附属明細書」でございます。 
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報告第２１号藤沢市土地開発公社の経営状況について

（議案書１６～２０ページ・令和元年度出資法人等決算状況説明資料１

３～１８ページ） 

議案書１６ページの事業報告について，ご説明いたし

ます。 

令和元年度に行いました事業のうち，「１ 土地取得

事業」につきましては，市からの依頼により先行取得し

た公共用地の面積は合計で６,８４０.２５平方メートル

でございます。 

内訳は，川名緑地新設事業ほか１１事業のための用地

でございます。 

また，代替用地の取得は，ございませんでした。 

次に，「２ 土地処分事業」につきましては，先行取

得した公共用地を市へ処分した面積は合計で４,７７６.

２１平方メートルでございます。 

内訳は，川名緑地新設事業ほか５事業でございます。 

代替用地は０.３２平方メートルを隣接者に処分した

ほか，７５.６３平方メートルをさくらんぼ児童クラブ

拡張事業用地として公有用地へ振り替えたものでござい

ます。 

これらの結果から，当期末の土地の保有面積は，公有

用地が ６万５,５８６．０３平方メートル，代替用地が

１万１,２０７.２７平方メートル，特定土地が１,７７

７.５７平方メートルで，合計７万８,５７０.８７平方
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メートルとなりました。 

「３ 土地貸付事業」につきましては，記載のとおり

の事業を行ったものでございます。 

議案書１７ページの「損益計算書」につきましてご説

明いたします。 

まず，表左側の費用の部につきましては，「１ 事業

原価」は，処分した土地の原価と土地の貸付けに伴う原

価でございます。 

「２ 販売費及び一般管理費」は主に人件費でござい

ます。 

「３ 当期純利益」は１,３３８万８,８４４円でござ

います。 

以上，費用の部の合計は１１億４,４６９万１,６３６

円でございます。 

次に，表右側の収益の部につきましては，「１ 事業

収益」は，土地の処分収益と保有土地の貸付けによる賃

料でございます。 

「２ 事業外収益」は，主に開発経営公社からの負担

金でございます。 

以上，収益の部の合計は，１１億４,４６９万１,６３

６円となり，費用の部の合計と同額でございます。 

議案書１８ページの「キャッシュ・フロー計算書」に

ついてご説明いたします。 

「１ 事業活動によるキャッシュ・フロー」では，マ



- 11 - 

イナス１億１,５２７万３,４１５円の収支差額が出てお

ります。 

「２ 財務活動によるキャッシュ・フロー」では，プ

ラス５億円の収支差額が出ております。 

以上の結果，現金及び現金同等物につきましては，令

和元年度中に３億８,４７２万６,５８５円増加したため，

期末残高は，１５億６,１２６万９,３７３円となったも

のでございます。 

議案書１９ページの「貸借対照表」につきましてご説

明いたします。 

まず，表左側「Ⅰ 資産の部」につきましては，「１

 流動資産」を合計した資産の総額は，１１９億９,０

９５万９８０円でございます。 

次に，表の右側，「Ⅱ 負債の部」につきましては，

「１ 流動負債」及び「２ 固定負債」を合計した負債

の総額は，６９億６,３８６万６,１９１円でございます。 

次に，「Ⅲ 資本の部」につきましては，「１ 資本

金」は，当公社設立時の本市からの出資金でございます。 

「２ 準備金」につきましては，前期繰越準備金に当

期純利益を加えた５０億２,２０８万４,７８９円を翌年

度に繰り越すもので，資本金及び準備金を合計した資本

の総額は，５０億２,７０８万４,７８９円でございます。 

以上の結果，負債及び資本の合計額は，資産の総額と

同額の１１９億９,０９５万９８０円となるものでござ
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います。 

なお，議案書２０ページの「財産目録」につきまして

は，貸借対照表と同じ内容でございますので，説明は省

略させていただきます。 
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報告第２２号 株式会社藤沢市興業公社の経営状況につ

いて（議案書２１～２３ページ・令和元年度出資法人等決算状況説明

資料１９～２２ページ） 

株式会社藤沢市興業公社の事業報告につきましては，

議案書２１ページに記載のとおり，廃棄物等の収集運搬

業務，最終処分場埋立管理業務，下水道管渠浚渫清掃業

務等を行い，生活環境の保全に努めたものでございます。 

議案書２２ページの「損益計算書」についてご説明い

たします。 

はじめに，売上高は，自主事業２億３,０９３万１,４

６７円，市からの受託業務１４億３,７０７万７,４８０

円及び市負担金４,０７０万円の合計額１７億８７０万

８,９４７円で，その売上高から，売上原価１４億４,５

８５万８,４６４円を差し引きました２億６,２８５万４

８３円が，売上総利益でございます。 

その売上総利益から，販売費及び一般管理費の２億３，

４０８万１,０４４円を差し引きました２,８７６万９,

４３９円が，営業利益でございます。 

この営業利益に，営業外収益１１２万１,１４１円を

加え，営業外費用１,３１８円を差し引きました経常利

益は，２，９８８万９,２６２円でございまして，税引

前当期純利益も同様でございます。 

税引前当期純利益から，法人税等１,０４９万６,１８

７円を差し引き，法人税等調整額１１７万３,９４７円

を加えました当期純利益は，２,０５６万７,０２２円で
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ございます。 

次に，「株主資本等変動計算書」につきまして，繰越

利益剰余金の欄でご説明いたします。繰越利益剰余金は，

当期首残高である５億９,００７万１,６３６円から，利

益剰余金で株主に配当を行いましたので，利益剰余金の

配当１２０万円を差し引くとともに，配当に伴う利益準

備金として，１２万円の積立を行い，当期純利益の２,

０５６万７,０２２円を加え，当期末残高は，６億９３

１万８,６５８円となり，純資産合計は，８億１，５３

０万８,６５８円でございます。 

議案書２３ページの「貸借対照表」につきまして，ご

説明いたします。 

まず，資産の部ですが，流動資産及び固定資産を合計

した資産の総額は１１億６,９７１万１,０８７円でござ

います。 

次に，負債の部ですが，流動負債及び固定負債を合計

した負債の総額は３億５，４４０万２,４２９円でござ

います。 

次に，純資産の部でございますが，全て株主資本で，

合計額は，８億１,５３０万８,６５８円でございます。 

負債及び純資産の合計額は，資産の総額と同額の１１

億６，９７１万１,０８７円となるものでございます。 
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報告第２３号 公益財団法人藤沢市まちづくり協会の経

営状況について（議案書（第３冊）２５～４８ページ） 

議案書２５ページの「公益目的事業会計に関する書類」

では「１ まちづくり推進事業」として，市民の参加の

推進とサービスの向上に努めるとともに，活動拠点と

しての施設の効果的な運営管理を実施したものでござ

います。 

議案書２７ページ中段記載の「２ 生きがい就労セン

ター事業」として，障がい者等の働く機会を確保，提供

することで，就業及び社会参加の推進等を図り，地域社

会の健全な発展に寄与するよう努めたものでございます。 

議案書２８ページ「３ シルバー人材センター事業」

として，高齢者への就業等の機会を確保・提供し，生き

がいの充実と福祉の増進を図り，活力ある地域社会に寄

与するよう努めたものでございます。 

議案書２９ページ下段記載の「４ 公益目的事業会計

共通」は，公益目的事業に共通する，収益及び費用等で

ございます。 

議案書３０ページ「収益事業等会計に関する書類」で

は，「１ 事務所ビルの賃貸事業」として，協会事務所

ビルの一部を賃貸したものでございます。 

次に「２ 飲料水等の販売事業」として，プラネタリ

ウムの関連商品及び飲料水等の販売を行ったものでござ

います。 

次に「３ 駐車場事業」として，奥田公園駐車場等の
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運営管理を行ったものでございます。 

議案書３１ページ中段記載の「４ 受託事業」は，ま

ちづくりに関係する各種管理業務などを受託したもの

でございます。 

議案書３３ページ「５ 収益事業等会計共通」は，収

益事業等に共通する，収益及び費用等でございます。 

法人会計につきましては，法人の管理業務等，法人に

係る収益及び費用等でございます。 

次に，正味財産の増減について議案書３４ページの

「正味財産増減計算書」についてご説明いたします。 

「Ⅰ 一般正味財産増減の部」でございますが，経常

収益が１７億３,２３５万６,５４０円となり，議案書

３５ページの経常費用が１７億５,７３４万２,０１４円

であることから，当期経常増減額は２,４９８万５,４７

４円の減となりました。 

また，経常外収益はありませんが，経常外費用が１６

万５,０８６円であることから，当期経常外増減額は１

６万５,０８６円の減でございます。 

法人税，住民税及び事業税は１,５６７万７,６００円

でございます。 

この結果，当期一般正味財産増減額は，４,０８２万

８,１６０円の減でございます。 

次に，「Ⅱ 指定正味財産増減の部」でございますが，

指定正味財産の増減はございません。 

以上の結果，「Ⅲ 正味財産期末残高」は，１１億４
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９０万１，０５９円でございます。 

なお，各会計の内訳については，議案書３６ページか

ら３９ページの，正味財産増減計算書内訳表に記載のと

おりでございます。 

次に，当期末における資産，負債及び正味財産の状況

について議案書４０ページの「貸借対照表」をご覧くだ

さい。 

初めに「Ⅰ 資産の部」でございますが，流動資産，

固定資産，繰延資産を合計した資産の総額は，２０億１,

６８８万１,２０５円でございます。 

「Ⅱ 負債の部」でございますが，流動負債及び固定

負債を合計した負債の総額は，９億１,１９８万１４６

円でございます。 

「Ⅲ 正味財産の部」でございますが，指定正味財産

及び一般正味財産を合計した正味財産の総額は，１１億

４９０万１,０５９円でございます。 

以上の結果，負債及び正味財産の合計額は資産の総額

と同額の２０億１,６８８万１,２０５円でございます。 

なお，各会計の内訳については，議案書４１ページの

貸借対照表内訳表に記載のとおりでございます。 

次に議案書４２ページから４３ページまでの財産目録

でございますが，貸借対照表と同様の内容ですので，説

明を省略させていただきます。 

また，議案書４４ページから４６ページまでについて

は，財務諸表に対する注記，議案書４７ページについて
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は附属明細書でございます。 
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報告第２４号 公益財団法人藤沢市みらい創造財団の経

営状況について（議案書４９～６９ページ） 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団の事業報告につき

ましては，議案書４９ページから５５ページに記載のと

おり，青少年の健全な育成を目的とする事業，市民の健

康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業，芸術

文化の振興を目的とする事業等を行い，青少年の主体性

や創造性を育むとともに，市民のスポーツ・レクリエー

ション活動及び芸術文化活動の普及振興に努めたもので

ございます。 

続きまして，議案書５６ページの「正味財産増減計算

書」についてご説明いたします。 

 はじめに，「Ⅰ 一般正味財産増減の部」ですが，経

常収益は３０億５,２２４万４,８５６円，経常費用が３

０億４,３９５万６,３４１円で，経常収益から経常収益

を差し引きました８２８万８,５１５円が，当期経常増

減額でございます。 

 また，経常外収益が１,５７６円，経常外費用が２１

８万３,４２８円で，経常外収益から経常外費用を差し

引きましたマイナス２１８万１,８５２円が，当期経常

外増減額でございます。 

 当期経常増減額から当期経常外増減額を差し引きまし

た６０３万６,６６３円が，当期一般正味財産増減額で

ございます。 
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次に，「Ⅱ 指定正味財産増減の部」ですが，当期指

定正味財産増減額は，受取負担金から一般正味財産への

振替額を差し引きました１,９６０万９,８２７円でござ

います。 

「Ⅲ 正味財産期末残高」は，一般正味財産期末残高

と指定正味財産期末残高を合算した８億６,８８０万８,

２２４円でございます。 

続きまして，議案書６２ページの，「貸借対照表」に

つきまして，ご説明いたします。 

まず，「Ⅰ 資産の部」ですが，流動資産，固定資産

を合計した資産の総額は，１８億５,５０３万１,４６２

円でございます。 

次に，「Ⅱ 負債の部」ですが，流動負債及び固定負

債を合計した負債の総額は，９億８,６２２万３,２３８

円でございます。 

次に，「Ⅲ 正味財産の部」ですが，指定正味財産及

び一般正味財産を合計した正味財産の総額は，８億６,

８８０万８,２２４円でございます。 

負債及び正味財産の合計額は，資産の総額と同額の１

８億５,５０３万１,４６２円となるものでございます。 

 また，６６ページから６８ページにつきましては，財

務諸表に対する注記，６９ページにつきましては附属明

細書でございます。 
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報告第２５号 公益財団法人藤沢市保健医療財団の経営

状況について（議案書（第３冊）７１～９６ページ） 

公益財団法人藤沢市保健医療財団の事業報告につきま

しては，議案書７１から７６ページまでに記載のとおり，

市民の健康維持及び増進を図るための各種事業を実施し

たものでございます。 

続きまして７７ページの「正味財産増減計算書」につ

いてご説明いたします。経常収益が９億９,７２０万６,

３６７円，経常費用が１０億３,５４８万８,４９８円と

なり，当期経常増減額は３,８２８万２,１３１円の減で

ございます。 

当期経常外増減額が１０１万８,３９６円の増のため，

当期一般正味財産増減額は３,７２６万３,７３５円の減

となるものでございます。 

指定正味財産の増減はないため，正味財産期末残高は

９億３,１９６万５,０１０円でございます。 

続きまして議案書８６ページの「貸借対照表」につい

てご説明いたします。 

初めに「Ⅰ 資産の部」ですが，流動資産と固定資産

を合わせた資産の合計は１２億９,９２４万１,１８８円

でございます。 

次に「Ⅱ 負債の部」ですが，流動負債と固定負債を

合わせた負債の合計は，３億６,７２７万６,１７８円で

ございます。 

次に「Ⅲ 正味財産の部」ですが，指定正味財産と一
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般正味財産を合わせた正味財産の合計は９億３,１９６

万５,０１０円でございます。 

その結果負債及び正味財産の合計は，資産の合計と同

額の１２億９,９２４万１,１８８円となるものでござい

ます。 
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報告第２６号 公益財団法人湘南産業振興財団の経営状

況について（議案書９８～１１８ページ） 

公益財団法人湘南産業振興財団の事業報告につきまし

ては，議案書９８ページに記載のとおり，公益目的事業

会計では，「１ 産業支援事業」として，産学官連携に

よる湘南新産業創出コンソーシアム事業や，藤沢市から

の受託による各種産業支援事業等を実施したものでござ

います。 

次に，議案書１００ページの「２ 湘南勤労者福祉サ

ービスセンター事業」につきましては，藤沢市・鎌倉

市・茅ヶ崎市の中小企業の勤労者，事業主及びそれらの

家族を対象として，中小企業が独自に行うことが難しい

福利厚生事業を実施したものでございます。 

次に，議案書１０１ページの「３ 公益目的事業会計

共通」は，公益目的事業に共通する，収益及び費用等で

ございます。 

次に，収益事業等会計では，「１ 公益目的達成受託

等事業」として，安定したサーバ環境及びコンテンツを

発信できる環境の構築や藤沢市等からの受託による各種

ホームページ作成管理等業務及びデータ入力業務などの

情報化支援事業等を行ったものでございます。 

次に，議案書１０２ページの「２ 給付事業」につき

ましては，湘南勤労者福祉サービスセンター会員に対し

て慶弔等給付事業を行ったものでございます。 
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次に，法人会計につきましては，法人の管理業務等を

行ったものでございます。 

続きまして，議案書１０３ページの「正味財産増減計

算書」についてご説明いたします。 

初めに，「Ⅰ 一般正味財産増減の部」ですが，経常

収益が３億４,４８２万１,３６０円，経常費用について

は，議案書１０４ページに記載のとおり，３億３,０２

０万８,７８２円であることから，当期経常増減額は１,

４６１万２，５７８円の増でございます。 

また，経常外収益が６３万７,０９０円，経常外費用

が０円であることから，当期経常外増減額は６３万７,

０９０円の増でございます。 

この結果，議案書１０５ページに記載のとおり，当期

一般正味財産増減額は１,５１７万９,６６８円の増でご

ざいます。 

次に，「Ⅱ 指定正味財産増減の部」ですが，当期指

定正味財産増減額は，６１万７,１９０円の減でござい

ます。 

以上の結果，「Ⅲ 正味財産期末残高」は，４億３２

２万１,８５８円でございます。 

なお，各会計の内訳については，議案書１０６ページ

から１０９ページの「正味財産増減計算書内訳表」に記

載のとおりでございます。 

続きまして，議案書１１０ページの「貸借対照表」に
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ついてご説明いたします。 

初めに「Ⅰ 資産の部」ですが，流動資産，固定資産

を合計した資産の総額は，５億６,０９０万２,７６２円

でございます。 

次に，議案書１１１ページの，「Ⅱ 負債の部」です

が，流動負債及び固定負債を合計した負債の総額は，１

億５,７６８万９０４円でございます。 

「Ⅲ 正味財産の部」ですが，指定正味財産及び一般

正味財産を合計した正味財産の総額は，４億３２２万１,

８５８円でございます。 

以上の結果，負債及び正味財産の合計額は，資産の総

額と同額の５億６,０９０万２,７６２円でございます。 

なお，各会計の内訳については，議案書１１２ページ

から１１３ページの「貸借対照表内訳表」に記載のとお

りでございます。 

次に，議案書１１４ページから１１５ページの「財産

目録」でございますが，貸借対照表と同様の内容ですの

で，説明を省略させていただきます。 

また，議案書１１６ページから１１７ページについて

は「財務諸表に対する注記」，議案書１１８ページにつ

いては「附属明細書」でございます。 


